




























Psychological Science : Exploring Mind Continuity）」という
研究プロジェクトが採択されました。また，同研究プロジェ
クトを推進する研究機関として，心理科学研究センター
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小林奈津美 Rubber Hand Illusionの内的要因の検討－RME
テストからみる共感能力との関連から－
今野健志 コラージュの素材と性格特性の関連
白濱孝章 地域環境と犯罪の関係性－割れ窓理論の実証およ
び犯罪予測－
齋藤公誉 対人恐怖心性と自己意識ならびに対人信頼感の関
係性について－質問紙とロールシャッハ・テストを用い
て－
塩川沙希 対人恐怖心性と自己愛傾向の対人ストレス認知特
性と対人ストレスコーピング
鈴木良美 青年期におけるブランド志向に関する研究－友人
関係及び自尊感情に着目して－
中嶋夕湖 社会的文脈における自尊感情の変動因に関する研
究：特性・状態自尊感情の関連メカニズムの理解
伊藤唯海 枠づけ効果の実証的研究－自由画を利用して－
秋保亮太 集団の生産性と凝集性に至るチームワーク生起過
程モデルの検討
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吉田拓真 D３受容部分作動薬を用いた衝動制御障害の発現
機序に関する研究
戸敷啓武 音楽聴取パターンと性格特性の関連
大津留義朗 表情認知における文脈情報による促進効果
大原佳子 大学生における箱庭表現の検討－学部専攻と Big
Five尺度の視点から－
Ⅵ．卒論優秀論文
提出された５３名のうち，中嶋夕湖さんが，優秀論文に選ば
れました。卒論の指導に当たった教員の名を併記し，讃えた
いと思います。
中嶋夕湖 指導教員：下斗米淳教授
Ⅶ．修士論文題目
平成２４年１月１２日に１３名が修士論文を提出し，１月２６日に
口述試験を受け，論文の審査が行われました。２月１４日に行
われました文学研究科委員会において，全員の合格が認めら
れました。
長畑萌 摂食障害傾向と注意の働きに関する研究
田邉香織 青年期における被援助志向性とその抑制要因に関
する探索的検討
山口美和子 対人依存性と視線方向判断の関連
比嘉温子 不登校経験の自己資源化 ―意味付けと乗り越え
過程から―
平嶋瑛子 養育における統制の所在に影響を及ぼす要因の探
索的検討
臼井なぎさ 恋人関係における IPV行動生起機序の検討
鈴木玄 注意の瞬きにおける妨害刺激の影響
島貫拓也 DRM手続きを用いた自己愛パーソナリティ傾向
と虚偽記憶の関連性の検討
村田航 親和動機および対人恐怖心性が孤独感に与える影響
大矢和佳子 セルフ・ディスクレパンシーによって考察する
大学生の内的キャリア形成 ―職務満足感、コンピテンス
を指標に―
加藤久典 対処的悲観性の精神的健康に関する検討
高崎翔太 一次予防的カウンセリングスペースの探索的研究
―質的研究法を通して―
奥瀬竜哉 周囲空間におけるヒトの経路統合についての実験
的検討
南塚優子 道に迷う症状を呈する人への移動支援に関する研
究
室田尚哉 ラットの衝動的行動に対する抗パーキンソン病薬
とニコチンの効果
内山愛子 記憶障害と心理的・生理的ストレス反応に関する
研究
Ⅷ．心理学研究室構成員の消息
榎本玲子実習助手 ２０１１年４月入職
小川さや夏実習助手 ２０１１年３月退職
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